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『
世
説
新
語
』の
劉
孝
標
注
に
み
え
る
子
部
の
佚
書
と
類
書
所
収
の
佚
文
と
の
比
較
研
究 

福
田
　
文
彬

一
、
は
じ
め
に

　

六
朝
梁
の
劉
孝
標
は
『
世
説
新
語
』（
六
朝
宋
・
劉
義
慶
撰
）
の
正
文
に
対
し
て
厖
大
な
分
量
の
注
を
附
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
劉
孝
標
が
史

学
の
立
場
か
ら
『
三
国
志
』
の
裴
松
之
注
の
注
釈
方
法
を
踏
襲
し
、
正
文
に
対
す
る
記
事
の
補
足
や
文
意
の
解
釈
、
及
び
誤
謬
の
指
摘
を
す
る
際

に
多
く
の
書
籍
や
史
料
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る（

１
）。
劉
孝
標
注
に
引
用
さ
れ
た
文
献
資
料
は
併
せ
て
四
百
種
か
ら
五
百
種
に
及
び
、
そ

の
中
に
は
佚
書
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
劉
孝
標
注
は
資
料
的
な
側
面
か
ら
も
貴
重
視
さ
れ
て
い
る（

２
）。
劉
孝
標
注
所
収
の
引
用
書
の
点
数
に

つ
い
て
、
著
者
は
か
つ
て
史
部
と
子
部
の
書
籍
を
整
理
・
分
類
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
史
部
の
書
籍
は
計
263
種
（
佚
書
は
250
種
）、
子

部
の
書
籍
は
計
56
種
（
佚
書
は
31
種
）
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た（

３
）。

　

著
者
は
こ
れ
ま
で
史
部
や
子
部
の
書
籍
を
引
用
し
て
い
る
劉
孝
標
注
と
現
在
通
行
し
て
い
る
史
部
や
子
部
の
書
籍
の
本
文
を
比
較
し
、
大
多
数

の
劉
孝
標
注
が
原
書
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
お
ら
ず
、
改
変
や
省
略
、
ま
た
は
要
約
等
の
処
置
を
加
え
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た（

４
）。
た

だ
し
、
先
の
研
究
に
お
い
て
は
現
存
す
る
書
籍
か
ら
の
引
用
の
み
を
研
究
対
象
と
し
、
劉
孝
標
注
に
み
え
る
引
用
書
の
大
部
分
を
占
め
る
佚
書
や
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輯
佚
書
か
ら
の
引
用
は
取
り
扱
わ
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
子
部
の
佚
書
や
輯
佚
書
を
引
用
し
て
い
る
劉
孝
標
注
を
研
究
対
象
と
し
て
、
劉
孝
標
注
所
引
の
子
部
の
佚
書
や
輯
佚
書

の
本
文
と
唐
代
・
宋
代
の
類
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
子
部
の
佚
書
や
輯
佚
書
の
本
文
と
の
比
較
を
通
し
て
、
文
字
の
異
同
を
考
察
し
、
劉
孝
標
注

と
類
書
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

二
、
劉
孝
標
注
に
み
え
る
子
部
の
引
用
書

　

劉
孝
標
注
に
引
用
さ
れ
て
い
る
子
部
の
書
籍
の
書
名
と
そ
の
引
用
箇
所
数
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
論
「『
世
説
新
語
』
の
劉
孝
標
注
に
み
え

る
子
部
の
引
用
書
と
通
行
本
と
の
比
較
研
究
」
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
今
回
改
め
て
劉
孝
標
注
所
引
の
子
部
の
書
籍
を
整
理
・
分

類
し
た
結
果
、
聊
か
遺
漏
が
見
つ
か
っ
た
た
め
、
左
記
に
子
部
の
引
用
書
の
書
名
と
引
用
箇
所
数
を
示
し
た
。
分
類
に
つ
い
て
は
、
上
海
図
書
館

編
『
中
國
叢
書
綜
録（

５
）』
の
子
目
分
類
目
録
に
準
じ
、
孫
啓
治
・
陳
建
華
編
『
古
佚
書
輯
本
目
録
（
附
考
證（

６
））』、
姚
振
宗
『
隋
書
經
籍
志
考
證（

７
）』、

及
び
興
膳
宏
・
川
合
康
三
『
隋
書
経
籍
志
詳
攷（

８
）』
等
を
参
照
し
た
。

〈
周
秦
諸
子
類
〉

『
孔
子
家
語
』
４
箇
所　
『
老
子
』
２
箇
所　
『
老
子
』
王
弼
注　

１
箇
所　
『
荘
子
』
13
箇
所　
『
荘
子
』
司
馬
彪
注　

１
箇
所

『
荘
子
』
郭
象
注　

１
箇
所　
『
列
子
』
１
箇
所　
『
韓
非
子
』
１
箇
所　
『
墨
子
』
１
箇
所　
『
尸
子
』
１
箇
所　
『
呂
氏
春
秋
』
３
箇
所

『
神
農
書
』
１
箇
所

〈
儒
学
類
〉

『
孔
叢
子
』
１
箇
所　
『
新
書
』
１
箇
所　
『
説
苑
』
１
箇
所　
『
揚
子
法
言
』
１
箇
所　
『
揚
子
法
言
』
李
軌
注　

１
箇
所　

『
典
論
』
１
箇
所　
『
法
訓
』
１
箇
所　
『
傅
子
』
３
箇
所　
『
家
誡（

９
）』

１
箇
所

〈
兵
書
類
〉

『
孫
子
』
１
箇
所
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〈
農
家
類
〉

　
『
相
馬
経
』
１
箇
所　
『
相
牛
経
』
３
箇
所（

（（
（

　
『
相
牛
経
』
注　

１
箇
所

〈
医
家
類
〉

　
『
寒
食
散
論
』
１
箇
所　
『
神
農
本
草
経
』
２
箇
所

〈
暦
算
類
〉

　
『
周
髀
算
経
』
１
箇
所

〈
術
数
類
〉

　
『
相
冢
書（

（（
（

』
１
箇
所　
『
相
書
』
１
箇
所

〈
芸
術
類
〉

　
『
四
体
書
勢
』
１
箇
所　
『
琴
操
』
２
箇
所　
『
棋
品
』
２
箇
所

〈
雑
学
類
〉

『
淮
南
子
』
１
箇
所 

『
三
将
軍
論（

（（
（

』
１
箇
所 
『
論
衡
』
１
箇
所　
『
蒋
子
万
機
論
』
１
箇
所　
『
士
緯
』
１
箇
所　
『
広
志
』
１
箇
所　

『
養
生
論
』
１
箇
所 

『
孔
氏
説
林
』
１
箇
所 
『
風
俗
通
義
』
１
箇
所

〈
典
故
類
〉

　
『
博
物
志
』
２
箇
所（

（（
（

〈
小
説
類
〉

『
魏
晋
世
語
』
15
箇
所　
『
語
林
』
39
箇
所（

（（
（

　
『
雑
語（

（（
（

』
２
箇
所　
『
郭
子
』
１
箇
所　
『
妬
記
』
２
箇
所　
『
海
内
十
洲
記
』
１
箇
所　

『
捜
神
記
』
１
箇
所　
『
霊
鬼
志
』
４
箇
所　
『
孔
氏
志
怪
』
５
箇
所　
『
異
苑
』
３
箇
所　
『
幽
明
録
』
４
箇
所　
『
東
方
朔
伝
』
３
箇
所

『
漢
武
故
事
』
１
箇
所

　

続
い
て
、
引
用
書
の
点
数
と
引
用
箇
所
数
を
子
部
の
細
目
別
に
整
理
す
る
と
、
左
記
の
通
り
と
な
る
。
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周
秦
諸
子
類
（
12
種
）　

30
箇
所

　

儒
学
類
（
９
種
）　

11
箇
所

　

兵
書
類
（
１
種
）　

１
箇
所

　

農
家
類
（
３
種
）　

５
箇
所

　

医
家
類
（
２
種
）　

３
箇
所

　

暦
算
類
（
１
種
）　

１
箇
所

　

術
数
類
（
２
種
）　

２
箇
所

　

芸
術
類
（
３
種
）　

５
箇
所

　

雑
学
類
（
９
種
）　

９
箇
所

　

典
故
類
（
１
種
）　

２
箇
所

　

小
説
類
（
13
種
）　

81
箇
所

　

劉
孝
標
注
に
お
け
る
子
部
の
書
籍
か
ら
の
引
用
状
況
を
総
括
す
る
と
、
引
用
書
は
計
56
種
、
引
用
箇
所
数
は
計
150
箇
所
と
な
っ
た
。
劉
孝
標
注

に
最
も
多
く
引
用
さ
れ
た
書
籍
は
『
語
林
』（
39
箇
所
）
で
あ
り
、
次
い
で
『
魏
晋
世
語
』（
15
箇
所
）、『
荘
子
』（
15
箇
所（

（（
（

）
と
続
く
。
細
目
別

に
引
用
箇
所
数
を
見
て
み
る
と
、
小
説
類
の
書
籍
か
ら
の
引
用
が
殊
に
多
く
、
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
。
引
用
状
況
に
対
す
る
考
察
に

つ
い
て
は
、
前
掲
の
拙
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、
劉
孝
標
注
に
み
え
る
子
部
の
引
用
書
を
現
存
す
る
書
籍
（
以
下
、
現
存
書
と
呼
ぶ
）・
輯
佚
書
・
佚
書
に
分
類
す
る
と（

（（
（

、
現
存
書
は
20

種
、
輯
佚
書
は
５
種
、
佚
書
は
31
種
と
な
り
、
改
め
て
佚
書
が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

三
、
劉
孝
標
注
と
類
書
所
収
の
佚
文
と
の
比
較
・
考
察

　

本
章
で
は
、
子
部
の
佚
書
や
輯
佚
書
を
引
用
し
て
い
る
劉
孝
標
注
と
佚
書
や
輯
佚
書
の
本
文
を
比
較
す
る
。
し
か
し
、
佚
書
は
す
で
に
散
佚
し
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て
し
ま
い
、
原
書
の
形
と
し
て
は
今
日
に
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
輯
佚
書
は
過
去
に
散
佚
し
た
後
に
再
び
佚
文
を
輯
め
て
復
元
さ
れ
た
が
、
原
書
の

姿
を
留
め
て
い
る
の
か
疑
わ
し
い
。
つ
ま
り
、
佚
書
や
輯
佚
書
の
原
書
を
用
い
て
劉
孝
標
注
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
従
っ

て
、
本
稿
で
は
、
佚
書
や
輯
佚
書
を
多
く
収
め
て
い
る
類
書
を
用
い
て
間
接
的
に
劉
孝
標
注
と
の
比
較
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。
た
だ
し
、
類
書

を
取
り
扱
う
際
に
は
、
類
書
自
体
が
果
た
し
て
佚
書
や
輯
佚
書
を
正
確
に
採
録
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
ど
う
し
て
類
書
を
利
用
す
る
に
思
い
至
っ
た
の
か
。
無
論
、
類
書
に
は
佚
書
や
輯
佚
書
が
数
多
く
収
め
ら
れ
て
お
り
、
文
学
や
文

献
学
の
研
究
に
お
い
て
類
書
は
貴
重
な
価
値
を
有
す
る
書
籍
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
他
に
も
理
由
が
あ
る
。
著

者
は
以
前
に
佚
書
や
輯
佚
書
を
引
用
し
て
い
る
劉
孝
標
注
に
対
し
て
幾
許
か
の
考
察
を
加
え
た
際
、
一
部
の
劉
孝
標
注
と
『
太
平
御
覧
』
所
収
の

佚
文
と
の
間
に
文
字
の
一
致
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
を
発
見
し
た（

（（
（

。
現
存
書
を
引
用
し
て
い
る
劉
孝
標
注
に
は
改
変
や
省
略
等
の
手
が
数
多
く
加

え
ら
れ
、
現
存
書
と
の
間
に
文
字
の
相
違
が
多
々
生
じ
て
い
る
点
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
は
興
味
深
い
事
象
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ

こ
で
、
著
者
は
「
こ
の
事
象
は
、
劉
孝
標
が
佚
書
や
輯
佚
書
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
た
め
に
生
じ
た
の
で
は
な
く
、『
太
平
御
覧
』
を
始
め
と
す

る
類
書
の
編
纂
時
に
劉
孝
標
注
所
引
の
佚
書
や
輯
佚
書
が
引
用
さ
れ
た
た
め
に
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
仮
説
を
立
て
た（

（（
（

。
従
っ
て
、
本

稿
で
は
、
劉
孝
標
注
と
類
書
と
の
間
に
引
用
被
引
用
の
関
係
が
成
り
立
つ
と
仮
定
し
て
、
劉
孝
標
注
と
類
書
所
収
の
佚
文
と
の
比
較
を
行
う
こ
と

に
し
た
。
な
お
、
比
較
対
象
の
類
書
に
つ
い
て
は
、
唐
代
・
宋
代
の
代
表
的
な
類
書
で
あ
る
『
芸
文
類
聚
』・『
北
堂
書
鈔
』・『
初
学
記
』・『
白
氏

六
帖
事
類
集
』・『
太
平
御
覧
』・『
太
平
広
記
』
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
本
稿
で
用
い
た
『
世
説
新
語
』
劉
孝
標
注
と
各
類
書
の
底
本
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
比
較
研
究
に
用
い
る
底
本
に

は
、
刊
刻
年
代
が
古
く
、
本
文
が
正
確
で
信
用
に
足
る
善
本
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、『
世
説
新
語
』
に
つ
い
て
は
、
最
も
古

い
刊
本
で
あ
り
、
且
つ
善
本
と
称
さ
れ
る
「
尊
経
閣
蔵
南
宋
紹
興
八
年
刊
本（

（（
（

」
を
底
本
と
し
た
。
ま
た
、
各
類
書
の
底
本
に
つ
い
て
も
可
能
な
限

り
刊
刻
年
代
の
古
い
刊
本
を
選
ん
だ
。『
芸
文
類
聚
』
は
「
宋
刻
本（

（（
（

」
を
、『
北
堂
書
鈔
』
は
「
清
光
緒
十
四
年
校
宋
刻
本（

（（
（

」
を
、『
初
学
記
』
は

「
明
刊
本（

（（
（

」
を
、『
白
氏
六
帖
事
類
集
』
は
「
南
宋
紹
興
六
年
宋
刻
本（

（（
（

」
を
、『
太
平
御
覧
』
は
「
日
本
帝
室
図
書
寮
京
都
東
福
寺
東
京
岩
崎
氏
静

嘉
堂
文
庫
蔵
宋
刊
本（

（（
（

」
を
、『
太
平
広
記
』
は
「
汪
紹
楹
校
点
本（

（（
（

」
を
そ
れ
ぞ
れ
底
本
と
し
た
。
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次
に
、
研
究
対
象
の
劉
孝
標
注
と
比
較
対
象
の
類
書
所
収
の
佚
文
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
研
究
対
象
は
子
部
の
佚
書
31
種
と
輯
佚
書

５
種
を
引
用
し
て
い
る
計
110
箇
所
の
劉
孝
標
注
と
し
た
。
一
方
、
比
較
対
象
の
類
書
所
収
の
佚
文
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
６
種
の
類
書
の
中
か
ら

次
の
二
つ
の
条
件
を
満
た
す
佚
文
を
抽
出
す
る
こ
と
に
し
た
。
第
一
に
、
佚
文
に
記
載
さ
れ
て
い
る
書
名
が
劉
孝
標
注
所
引
の
子
部
の
佚
書
や
輯

佚
書
の
書
名
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
佚
文
の
内
容
が
劉
孝
標
注
の
内
容
と
一
致
ま
た
は
類
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
条
件

を
満
た
す
佚
文
を
調
査
し
た
結
果
、
６
種
の
類
書
の
中
か
ら
計
90
箇
所
の
佚
文
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で

（
（（
（2
（（
（2
（（
（

き
た
。
類
書
別
に
抽
出
箇
所
数
を
見
て
み

る
と
、『
芸
文
類
聚
』
は
10
箇
所
、『
北
堂
書
鈔
』
は
11
箇
所
、『
初
学
記
』
は
10
箇
所
、『
白
氏
六
帖
事
類
集
』
は
３
箇
所
、『
太
平
御
覧
』
は
54

箇
所
、『
太
平
広
記
』
は
２
箇
所
と
な
る
。
な
お
、
子
部
の
佚
書
や
輯
佚
書
を
引
用
し
て
い
る
劉
孝
標
注
は
計
110
箇
所
で
あ
る
が
、
前
述
の
二
つ

の
条
件
を
満
た
す
佚
文
と
対
応
す
る
劉
孝
標
注
は
45
箇
所
で
あ
り
、
残
り
の
65
箇
所
の
劉
孝
標
注
に
つ
い
て
は
、
６
種
の
類
書
の
中
に
お
い
て
二

つ
の
条
件
を
満
た
す
佚
文
が
無
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
稿
末
の
附
録
「
劉
孝
標
注
と
類
書
所
収
の
佚
文
と
の
対
応
表
」
に
お
い
て
、
類
書
所
収
の

佚
文
と
対
応
す
る
劉
孝
標
注
、
及
び
そ
の
佚
文
の
出
典
箇
所
を
示
し
た
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

　

続
い
て
、
劉
孝
標
注
と
類
書
と
の
間
に
お
け
る
引
用
被
引
用
の
関
係
の
視
点
か
ら
類
書
所
収
の
佚
文
を
分
析
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
劉
孝
標
注

と
６
種
の
類
書
の
中
か
ら
抽
出
し
た
佚
文
と
の
対
応
状
況
を
概
観
し
て
み
る
と
、
計
90
箇
所
の
佚
文
を
二
つ
の
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
こ
と
に
気
付
い
た
。
一
つ
は
、
劉
孝
標
注
と
内
容
が
同
一
で
あ
り
、
文
字
の
一
致
も
多
く
見
ら
れ
る
佚
文
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
佚
文
に
つ
い
て

は
、
類
書
が
劉
孝
標
注
の
全
体
或
い
は
一
部
を
引
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
も
う
一
つ
は
、
劉
孝
標
注
と
内
容
が
類
似
し

て
い
る
が
、
文
字
の
一
致
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
佚
文
、
ま
た
は
劉
孝
標
注
に
は
見
え
な
い
内
容
を
含
ん
で
い
る
佚
文
で
あ
る（

（（
（

。
こ
れ
ら
の
佚
文

に
つ
い
て
は
、
類
書
が
劉
孝
標
注
を
直
接
に
引
用
し
た
可
能
性
は
低
い
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
前
者
を
Ａ
群
、
後
者
を
Ｂ
群
と

呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
Ａ
群
に
属
す
る
佚
文
に
つ
い
て
は
、
附
録
「
劉
孝
標
注
と
類
書
所
収
の
佚
文
と
の
対
応
表
」
に
お
い
て
太
字
で
示
し
た
。
さ

て
、
上
述
の
計
90
箇
所
の
佚
文
を
Ａ
群
と
Ｂ
群
に
分
類
し
て
み
る
と
、
Ａ
群
に
属
す
る
佚
文
は
32
箇
所
、
Ｂ
群
に
属
す
る
佚
文
は
58
箇
所
と
な

り
、
劉
孝
標
注
を
引
用
し
た
可
能
性
の
あ
る
佚
文
は
全
体
の
三
分
の
一
程
度
の
数
量
に
止
ま
る
結
果
が
導
き
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
上
記
の
分
類

結
果
の
み
に
依
拠
し
て
、
劉
孝
標
注
と
類
書
と
の
間
に
は
引
用
被
引
用
の
関
係
が
成
り
立
た
な
い
と
結
論
付
け
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
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そ
こ
で
、
先
述
の
仮
説
の
正
否
を
見
定
め
る
た
め
、
劉
孝
標
注
と
Ａ
群
に
属
す
る
佚
文
を
比
較
し
、
文
字
の
異
同
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た

い
。
劉
孝
標
注
と
類
書
所
収
の
佚
文
と
の
比
較
を
進
め
る
に
当
た
り
、
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
佚
文
が
佚

書
や
輯
佚
書
の
原
書
と
同
じ
姿
を
留
め
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
点
で
あ
る
。
劉
孝
標
注
と
現
存
書
を
比
較
し
た
際
に
は
、
現
存
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
文
字
を
基
準
と
し
て
劉
孝
標
注
の
文
字
の
異
同
を
指
摘
す
る
方
法
を
採
用
し
た
。
し
か
し
、
劉
孝
標
注
と
類
書
所
収
の
佚
文
を
比
較
す
る

場
合
に
は
、
佚
文
に
対
し
て
前
述
の
疑
義
を
差
し
挟
む
余
地
が
あ
る
以
上
、
類
書
所
収
の
佚
文
を
基
準
と
し
て
劉
孝
標
注
の
文
字
の
異
同
を
指
摘

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
劉
孝
標
注
の
文
字
と
Ａ
群
に
属
す
る
佚
文
の
文
字
が
ど
の
く
ら
い
一
致
し
て
い
る
の
か
と
い
う
観

点
か
ら
比
較
作
業
を
行
い
、
両
者
の
一
致
率（

（（
（

を
算
出
し
、
劉
孝
標
注
と
類
書
と
の
間
に
引
用
被
引
用
の
関
係
が
成
り
立
ち
得
る
の
か
を
見
極
め
よ

う
と
試
み
た
。
劉
孝
標
注
と
Ａ
群
に
属
す
る
佚
文
と
の
比
較
を
通
し
て
得
ら
れ
た
一
致
率
は
左
記
の
通
り
で
あ
る（

（（
（

。
類
書
の
略
称
表
記
に
つ
い
て

は
、
稿
末
の
附
録
に
説
明
を
記
し
た
。
ま
た
、
括
弧
内
の
字
数
は
佚
文
の
総
字
数
を
示
し
て
い
る
。

　
　
『
荘
子
』
司
馬
彪
注
（
任
誕
篇
45
）

　
　
　
　

初
14 

：
約
71
％
（
34
字
）

　
　
　
　

御
552 

：
約
79
％
（
34
字
）

　
　
『
典
論
』（
巧
芸
篇
１
）

　
　
　
　

芸
74 

：
約
61
％
（
54
字
）

　
　
　
　

御
755 

：
約
71
％
（
52
字
）

　
　
『
法
訓
』（
任
誕
篇
45
）

　
　
　
　

北
92 

：
約
54
％
（
87
字
）

　
　
　
　

初
14 

：
約
56
％
（
52
字
）

　
　
　
　

御
552 

：　

50
％
（
54
字
）

　
　
『
家
誡
』（
徳
行
篇
15
）

　
　
　
　

北
78 

：
約
82
％
（
38
字
）

　
　
『
相
牛
経
』（
汰
侈
篇
６
）

　
　
　
　

初
29 

：
約
89
％
（
38
字
）

　
　
　
　

御
899 

：
約
63
％
（
63
字
）

　
　
『
相
牛
経
』
注
（
汰
侈
篇
６
）

　
　
　
　

初
29 
：
約
65
％
（
17
字
）

　
　
『
三
将
軍
論
』（
言
語
篇
15
）

　
　
　
　

芸
17 

：
約
51
％
（

118
字
）

　
　
　
　

北
115 

：
約
18
％
（
83
字
）

　
　
『
蒋
子
万
機
論
』（
品
藻
篇
２
）

　
　
　
　

御
367 

：
約
74
％
（
73
字
）

　
　
『
養
生
論
』（
文
学
篇
21
）

　
　
　
　

御
740 

：　

100
％
（
５
字
）

　
　
　
　

御
951 

：
約
82
％
（
11
字
）

　
　
　
　

御
954 

：　

80
％
（
５
字
）

　
　
　
　

御
981 

：　

80
％
（
５
字
）

　
　
『
博
物
志
』（
巧
芸
篇
１
）

　
　
　
　

御
93 

：
約
86
％
（
29
字
）

　
　
　
　

御
687 

：
約
86
％
（
29
字
）

　
　
　
　

御
716 

：
約
82
％
（
11
字
）

　
　
『
博
物
志
』（
巧
芸
篇
10
）

　
　
　
　

白
９ 

：　

75
％
（
８
字
）
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劉
孝
標
注
と
32
箇
所
の
Ａ
群
に
属
す
る
佚
文
の
一
致
率
を
見
て
み
る
と
、
数
値
は
総
じ
て
高
く
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
最
高
値
は
100
％
、
最
低

値
は
約
18
％
、
平
均
一
致
率（

（（
（

は
約
63
％
で
あ
る
。
一
致
率
が
100
〜
90
％
の
佚
文
が
３
箇
所
、
90
〜
80
％
の
佚
文
が
10
箇
所
あ
る
が
、
数
値
の
高
い

事
例
の
中
に
は
佚
文
の
総
字
数
が
少
な
い
も
の
が
含
ま
れ
る
の
で
、
一
致
率
だ
け
で
劉
孝
標
注
と
類
書
所
収
の
佚
文
と
の
関
係
を
判
断
す
る
に
は

注
意
を
要
す
る
。
以
上
の
比
較
結
果
を
総
括
す
る
と
、
劉
孝
標
注
と
Ａ
群
に
属
す
る
佚
文
が
完
全
に
一
致
す
る
事
例
は
ほ
と
ん
ど
無
い
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。

　

さ
て
、
劉
孝
標
注
と
Ａ
群
に
属
す
る
佚
文
と
の
比
較
作
業
に
関
し
て
言
及
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
欠
字
を
多
く
含
む
佚
文
の

存
在
で
あ
る
。
欠
字
の
発
生
と
は
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
事
象
で
あ
る
の
か
。
Ａ
群
に
属
す
る
佚
文
が
劉
孝
標
注
を
引
用
し
た
と
仮
定
す
る
な

ら
ば
、
そ
れ
は
劉
孝
標
注
の
一
部
を
省
略
し
た
た
め
に
生
じ
た
事
象
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
佚
文
中
の
欠
字
が
引
用
の
際
の
省
略
に

よ
っ
て
生
じ
た
と
推
定
し
て
、
劉
孝
標
注
と
Ａ
群
に
属
す
る
佚
文
と
の
類
似
率（

（（
（

を
算
出
し
た
。
結
果
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
括
弧
内
の
字
数
は

佚
文
中
の
欠
字
の
字
数
を
示
し
て
い
る
。

　
　
『
語
林
』（
識
鑑
篇
11
）

　
　
　
　

御
684 

：
約
87
％
（
23
字
）

　
　
『
語
林
』（
容
止
篇
７
）

　
　
　
　

御
773 
：
約
79
％
（
34
字
）

　
　
『
語
林
』（
術
解
篇
４
）

　
　
　
　

御
836 

：
約
94
％
（
16
字
）

　
　
『
雑
語
』（
仮
譎
篇
１
）

　
　
　
　

北
124 

：　

55
％
（
20
字
）

　
　
　
　

御
353 

：
約
58
％
（
36
字
）

　
　
『
妬
記
』（
軽
詆
篇
６
）

　
　
　
　

芸
35 

：
約
71
％
（
248
字
）

　
　
　
　

広
272 

：
約
43
％
（
239
字
）

　
　
『
孔
氏
志
怪
』（
自
新
篇
１
）

　
　
　
　

初
８ 

：
約
46
％
（
28
字
）

　
　
『
幽
明
録
』（
傷
逝
篇
16
）

　
　
　
　

御
371 

：
約
85
％
（
33
字
）

　
　
『
幽
明
録
』（
術
解
篇
３
）

　
　
　
　

広
389 

：
約
96
％
（
46
字
）

　
　
『
荘
子
』
司
馬
彪
注
（
任
誕
篇
45
）

　
　
　
　

初
14 

：
約
83
％
（
５
字
）

　
　
　
　

御
552 

：　

90
％
（
４
字
）

　
　
『
典
論
』（
巧
芸
篇
１
）

　
　
　
　

芸
74 

：
約
67
％
（
５
字
）

　
　
　
　

御
755 

：
約
77
％
（
４
字
）

　
　
『
法
訓
』（
任
誕
篇
45
）

　
　
　
　

北
92 

：
約
87
％
（
33
字
）

　
　
　
　

初
14 

：
約
85
％
（
18
字
）

　
　
　
　

御
552 

：
約
84
％
（
22
字
）

　
　
『
家
誡
』（
徳
行
篇
15
）

　
　
　
　

北
78 

：
約
89
％
（
３
字
）
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劉
孝
標
注
と
32
箇
所
の
Ａ
群
に
属
す
る
佚
文
の
類
似
率
を
見
て
み
る
と
、
数
値
は
先
述
の
一
致
率
よ
り
も
全
体
的
に
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
最
高
値
は
100
％
、
最
低
値
は
約
58
％
、
平
均
類
似
率（

（（
（

は
約
83
％
で
あ
る
。
類
似
率
が
高
い
事
例
と
し
て
は
、
100
〜
90
％
の
佚
文
が
９
箇

所
、
90
〜
80
％
の
佚
文
が
14
箇
所
見
ら
れ
、
七
割
以
上
の
Ａ
群
に
属
す
る
佚
文
が
80
％
以
上
の
類
似
率
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
導
き
出
さ
れ
た
。

以
上
の
比
較
結
果
を
総
括
す
る
と
、
劉
孝
標
注
と
多
数
の
Ａ
群
に
属
す
る
佚
文
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
具
体
的
な
数
値
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
れ
で
は
、
上
記
の
比
較
結
果
を
踏
ま
え
、
結
論
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
本
稿
で
は
、
類
書
を
用
い
て
間
接
的
に
劉
孝
標
注
と
佚
書
や
輯
佚

書
の
本
文
を
比
較
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
劉
孝
標
注
と
Ａ
群
に
属
す
る
佚
文
は
完
全
に
は
一
致
し
な
い
が
、
類
似
す
る
点
が
多
い
こ

　
　
『
相
牛
経
』（
汰
侈
篇
６
）

　
　
　
　

初
29 

：
約
92
％
（
１
字
）

　
　
　
　

御
899 

：
約
89
％
（
18
字
）

　
　
『
相
牛
経
』
注
（
汰
侈
篇
６
）

　
　
　
　

初
29 
：
約
73
％
（
２
字
）

　
　
『
三
将
軍
論
』（
言
語
篇
15
）

　
　
　
　

芸
17 

：
約
79
％
（
42
字
）

　
　
　
　

北
115 

：　

75
％
（
63
字
）

　
　
『
蒋
子
万
機
論
』（
品
藻
篇
２
）

　
　
　
　

御
367 

：
約
87
％
（
11
字
）

　
　
『
養
生
論
』（
文
学
篇
21
）

　
　
　
　

御
740 

：　

100
％
（
０
字
）

　
　
　
　

御
951 

：
約
82
％
（
０
字
）

　
　
　
　

御
954 

：　

80
％
（
０
字
）

　
　
　
　

御
981 

：　

80
％
（
０
字
）

　
　
『
博
物
志
』（
巧
芸
篇
１
）

　
　
　
　

御
93 

：
約
93
％
（
２
字
）

　
　
　
　

御
687 

：
約
93
％
（
２
字
）

　
　
　
　

御
716 

：
約
82
％
（
０
字
）

　
　
『
博
物
志
』（
巧
芸
篇
10
）

　
　
　
　

白
９ 

：
約
86
％
（
１
字
）

　
　
『
語
林
』（
識
鑑
篇
11
）

　
　
　
　

御
684 

：
約
91
％
（
１
字
）

　
　
『
語
林
』（
容
止
篇
７
）

　
　
　
　

御
773 

：
約
82
％
（
１
字
）

　
　
『
語
林
』（
術
解
篇
４
）

　
　
　
　

御
836 

：　

100
％
（
１
字
）

　
　
『
雑
語
』（
仮
譎
篇
１
）

　
　
　
　

北
124 

：
約
58
％
（
１
字
）

　
　
　
　

御
353 

：
約
64
％
（
３
字
）

　
　
『
妬
記
』（
軽
詆
篇
６
）

　
　
　
　

芸
35 

：
約
85
％
（
40
字
）

　
　
　
　

広
272 

：
約
76
％
（

104
字
）

　
　
『
孔
氏
志
怪
』（
自
新
篇
１
）

　
　
　
　

初
８ 

：
約
68
％
（
９
字
）

　
　
『
幽
明
録
』（
傷
逝
篇
16
）

　
　
　
　

御
371 

：
約
90
％
（
２
字
）

　
　
『
幽
明
録
』（
術
解
篇
３
）

　
　
　
　

広
389 

：
約
96
％
（
０
字
）
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と
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
事
象
が
生
じ
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
主
に
三
つ
の
仮
説
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

第
一
に
、
類
書
を
編
纂
す
る
際
に
は
、
劉
孝
標
注
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
の
で
は
な
く
、
省
略
や
改
変
等
の
処
置
を
加
え
て
引
用
し
た
と
い
う

仮
説
で
あ
る
。
一
致
率
や
類
似
率
の
数
値
が
高
い
事
例
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
第
一
の
仮
説
を
用
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か

し
、
一
致
率
や
類
似
率
の
数
値
が
低
い
事
例
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
仮
説
を
用
い
て
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
つ
ま
り
、
一
部
の
劉
孝
標
注
と

Ａ
群
に
属
す
る
佚
文
と
の
間
に
お
い
て
は
、
引
用
被
引
用
の
関
係
が
生
じ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
第
一
の
仮
説
に
基
づ
い
て
全
て
の
事

例
を
説
明
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
類
書
が
編
纂
さ
れ
た
時
代
に
は
、
現
在
で
は
佚
書
や
輯
佚
書
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
書
籍
が
ま
だ
存
在
し
て
い
て
、
類
書
の
編
纂
時
に

は
佚
書
や
輯
佚
書
の
原
書
を
利
用
し
た
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
劉
孝
標
注
と
Ａ
群
に
属
す
る
佚
文
が
完
全
に
一
致
し
な
か
っ
た
の
は
、
両
者
の
い

ず
れ
か
、
或
い
は
両
者
と
も
に
正
確
に
佚
書
や
輯
佚
書
を
引
用
し
な
か
っ
た
た
め
に
生
じ
た
事
象
で
あ
る
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
の

仮
説
の
立
証
に
は
、
佚
書
や
輯
佚
書
が
ど
の
時
代
に
散
佚
し
た
の
か
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
三
に
、
類
書
を
編
纂
す
る
際
に
は
、
他
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
佚
書
や
輯
佚
書
の
本
文
を
利
用
し
た
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
劉
孝
標
注
と
Ａ

群
に
属
す
る
佚
文
が
完
全
に
一
致
し
な
か
っ
た
の
は
、
第
二
の
仮
説
で
述
べ
た
理
由
の
ほ
か
、
引
用
元
の
他
書
に
誤
り
が
あ
っ
た
と
推
測
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
第
三
の
仮
説
の
立
証
に
は
、
類
書
所
収
の
佚
文
と
同
じ
内
容
を
引
い
て
い
る
他
書
が
存
在
す
る
の
か
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。

　

最
後
に
、
劉
孝
標
注
と
佚
書
や
輯
佚
書
と
の
比
較
を
通
じ
て
見
え
た
劉
孝
標
注
の
功
績
に
つ
い
て
一
言
触
れ
て
お
き
た
い
。
６
種
の
類
書
の
中

か
ら
劉
孝
標
注
と
類
似
す
る
佚
文
を
抽
出
す
る
作
業
を
行
っ
た
際
、
65
箇
所
の
劉
孝
標
注
に
引
用
さ
れ
て
い
る
子
部
の
佚
書
や
輯
佚
書
の
本
文
に

つ
い
て
は
、
類
書
の
中
か
ら
対
応
す
る
佚
文
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
翻
っ
て
考
え
る
と
、
劉
孝
標
注
に
み
え
る
佚
書
や

輯
佚
書
の
本
文
が
唐
代
・
宋
代
の
代
表
的
な
６
種
の
類
書
の
中
に
採
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
幸
い
に
も
、
こ
れ
ら
の
佚
書

や
輯
佚
書
の
一
部
は
劉
孝
標
注
の
中
に
保
存
さ
れ
る
形
で
後
世
に
伝
わ
っ
た
た
め
、
我
々
は
こ
れ
ら
の
佚
書
や
輯
佚
書
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
劉
孝
標
注
が
佚
書
や
輯
佚
書
を
正
確
に
引
用
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
疑
わ
し
い
た
め
、
劉
孝
標
注
所

収
の
佚
文
を
無
批
判
に
利
用
す
る
こ
と
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
瑕
疵
を
差
し
引
い
て
も
、
佚
文
を
後
世
に
伝
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え
た
こ
と
は
劉
孝
標
注
の
功
績
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

四
、
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
子
部
の
佚
書
や
輯
佚
書
を
引
用
し
て
い
る
劉
孝
標
注
と
類
書
所
収
の
佚
文
を
比
較
し
、
劉
孝
標
注
と
類
書
と
の
関
係
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
試
み
た
。
研
究
成
果
と
し
て
左
記
の
二
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
目
は
、
６
種
の
類
書
の
中
か
ら
前
章
に
お
い
て
述
べ
た

二
つ
の
条
件
を
満
た
す
佚
文
を
抽
出
し
、
劉
孝
標
注
と
Ａ
群
に
属
す
る
佚
文
と
の
比
較
を
通
し
て
一
致
率
と
類
似
率
を
算
出
し
た
点
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
両
者
が
類
似
し
て
い
る
事
例
は
多
く
見
ら
れ
た
が
、
完
全
に
一
致
す
る
事
例
は
ほ
と
ん
ど
無
い
こ
と
を
数
値
を
用
い
て
客
観
的
に
証

明
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
二
つ
目
は
、
比
較
作
業
を
通
し
て
得
ら
れ
た
一
致
率
と
類
似
率
の
結
果
に
拠
っ
て
、
劉
孝
標
注
と
Ａ
群
に
属
す
る
佚
文

と
の
間
に
引
用
被
引
用
の
関
係
が
成
立
す
る
可
能
性
は
低
い
こ
と
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
た
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
佚
書
や
輯
佚
書
を
引
用
す

る
全
て
の
劉
孝
標
注
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
劉
孝
標
注
に
み
え
る
子
部
以
外
の
佚
書
や
輯
佚
書
に

対
す
る
考
察
を
行
っ
た
後
に
最
終
的
な
結
論
を
導
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

最
後
に
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
次
の
二
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
本
稿
で
は
劉
孝
標
注
と
類
書
と
の
間
に
引
用
被
引
用
の
関

係
が
成
り
立
つ
と
想
定
し
た
著
者
の
仮
説
を
叩
き
台
と
し
て
、
劉
孝
標
注
と
類
書
所
収
の
佚
文
と
の
比
較
を
行
っ
た
が
、
前
章
に
お
い
て
述
べ
た

よ
う
に
、
第
一
の
仮
説
で
は
全
て
の
事
象
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
結
論
が
導
き
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
類
書
所
収
の
佚
文
と
の
比
較

に
お
い
て
は
、
Ａ
群
に
属
す
る
佚
文
の
み
を
比
較
対
象
と
し
、
Ｂ
群
に
属
す
る
佚
文
に
対
す
る
分
析
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
は
本
稿
の
不
足
点

で
あ
る
。
従
っ
て
、
今
後
の
比
較
研
究
に
お
い
て
は
、
類
書
所
収
の
佚
文
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
を
見
直
し
、
第
二
の
仮
説
や
第
三
の
仮

説
の
角
度
か
ら
劉
孝
標
注
と
類
書
所
収
の
佚
文
と
の
比
較
を
進
め
、
分
析
を
加
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め

て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
第
二
に
、
佚
書
や
輯
佚
書
を
引
用
し
て
い
る
劉
孝
標
注
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
や
は
り
子
部
以
外
の
経

部
・
史
部
・
集
部
の
佚
書
や
輯
佚
書
も
研
究
対
象
と
し
て
考
察
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
根
本
的
な
問
題
と
し
て
、
比
較
方
法
に
つ

い
て
も
改
め
て
検
討
や
改
善
が
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
一
致
率
と
類
似
率
と
い
う
方
法
を
用
い
て
劉
孝
標
注
と
佚
書
や
輯
佚
書
の
類
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似
性
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
劉
孝
標
注
自
体
の
特
徴
を
考
究
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
よ
り
精
度
の
高
い
比
較
方
法
や
分
析

方
法
を
案
出
す
る
こ
と
が
目
下
の
課
題
と
言
え
よ
う
。

注（
1
） 

劉
孝
標
注
の
注
釈
方
法
に
つ
い
て
は
、
宮
岸
雄
介
「
劉
孝
標
の
史
学
観
―
『
世
説
新
語
注
』
に
お
け
る
史
料
批
評
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
富
士
大
学
紀
要
』

第
三
二
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）、
渡
邉
義
浩
「『
世
説
新
語
』
劉
孝
標
注
に
お
け
る
「
史
」
の
方
法
」（『
三
国
志
研
究
』
第
十
一
号
、
二
〇
一

六
年
九
月
）
に
詳
し
い
。

（
2
） 

神
田
信
夫
・
山
根
幸
夫
編
『
中
国
史
籍
解
題
辞
典
』（
燎
原
書
店
、
一
九
八
九
年
）、
及
び
竹
田
晃
・
黒
田
真
美
子
編
『
世
説
新
語
〈
六
朝
Ⅱ
〉』（
明
治

書
院
、
中
国
古
典
小
説
選
、
二
〇
〇
六
年
）、
参
照
。

（
3
） 

拙
論
「『
世
説
新
語
』
の
劉
孝
標
注
に
み
え
る
子
部
の
引
用
書
と
通
行
本
と
の
比
較
研
究
」（『
藝
文
研
究
』
第
一
〇
七
号
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
）、
及

び
拙
論
「『
世
説
新
語
』
の
劉
孝
標
注
に
み
え
る
史
部
の
引
用
書
と
通
行
本
と
の
比
較
研
究
」（『
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
報
』
第
一
号
、
二
〇
一
七
年

三
月
）、
参
照
。
な
お
、
引
用
書
の
点
数
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
拙
論
に
お
い
て
史
部
の
書
籍
は
計
262
種
、
子
部
の
書
籍
は
計
41
種
と
述
べ
て
い
る
が
、

誤
り
で
あ
る
。

（
4
） 

注
（
３
）
前
掲
論
文
、
参
照
。

（
5
） 

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
年
。

（
6
） 

中
華
書
局
、
一
九
九
七
年
。

（
7
） 

王
承
略
・
劉
心
明
主
編
『
二
十
五
史
藝
文
經
籍
志
考
補
萃
編　

第
十
五
巻
』（
清
華
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）、
参
照
。

（
8
） 

汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
。

（
9
） 

朱
明
勳
『
中
國
家
訓
史
論
稿
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
八
年
）
第
二
章
「
漢
魏
六
朝
：
家
訓
的
發
展
期
」
第
一
節
「
漢
魏
六
朝
時
期
我
國
傳
統
家
訓
發

展
情
況
」
三
四
頁
に
お
い
て
李
秉
『
家
誡
』
に
言
及
し
た
次
の
記
述
が
見
え
る
。「
漢
至
魏
晋
六
朝
時
期
的
文
獻
性
家
訓
到
底
有
多
少
、
到
目
前
爲
止
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還
没
有
人
作
過
專
門
的
統
計
。
…
…
而
魏
晋
六
朝
時
期
的
則
“數
量
可
觀
、
南
北
各
地
皆
有
、
據
文
獻
可
考
的
、
至
少
有
80
余
篇
。
著
名
的
如
：
諸
葛

亮
的
《
誡
子
書
》
和
《
誡
外
甥
書
》、
曹
魏
王
修
的
《
誡
子
書
》、
王
肅
的
《
家
誡
》、
嵆
康
的
《
家
誡
》、
王
昶
的
《
誡
兄
子
及
子
書
》、
西
晋
李
秉
的

《
家
誡
》、
…
…
”
。」（
原
文
は
簡
体
字
を
使
用
）。

（
10
） 

汰
侈
篇
６
の
劉
孝
標
注
に
お
い
て
『
相
牛
経
』（『
相
経
』）
の
書
名
が
見
え
る
が
、
後
掲
の
南
宋
紹
興
八
年
刊
本
は
「
柏
經
」
に
作
っ
て
い
る
。
龔
斌

校
釈
『
世
説
新
語
校
釋
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
中
国
古
典
文
学
叢
書
、
二
〇
一
一
年
）
は
「
相
經
、
相
、
宋
本
誤
作
『
柏
』。」
と
指
摘
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
当
該
箇
所
は
『
相
牛
経
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
分
類
し
た
。

（
11
） 

蔡
達
峰
『
歴
史
上
的
風
水
術
』（
上
海
科
技
教
育
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
第
四
章
「
擇
居
術
的
發
展
」
第
二
節
「
魏
晋
擇
居
術
」「
一
、
葬
術
的
興
盛

與
《
葬
經
》」
九
〇
頁
に
お
い
て
青
烏
子
『
相
冢
書
』
に
言
及
し
た
次
の
記
述
が
見
え
る
。「《
相
冢
書
》
之
名
在
《
世
説
新
語
》
以
前
的
文
獻
中
還
未

見
記
載
、
但
從
内
容
來
看
、
它
是
有
由
來
的
。
從
術
法
形
成
到
流
傳
的
一
般
過
程
看
、
在
南
北
朝
時
期
、《
相
冢
書
》
已
是
葬
術
名
作
、
…
…
。」（
原

文
は
簡
体
字
を
使
用
）。

（
12
） 

劉
昫
『
旧
唐
書
』
経
籍
志
は
厳
尤
『
三
将
軍
論
』
を
雑
家
類
に
分
類
し
て
い
る
。
同
じ
く
雑
家
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
『
淮
南
子
』
や
『
論
衡
』
が
前

掲
の
上
海
図
書
館
編
『
中
國
叢
書
綜
録
』
に
お
い
て
は
雑
学
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
た
め
、『
三
将
軍
論
』
も
同
様
に
雑
学
類
に
分
類
し
た
。
な
お
、

劉
昫
『
旧
唐
書
』
経
籍
志
に
つ
い
て
は
、
王
承
略
・
劉
心
明
主
編
『
二
十
五
史
藝
文
經
籍
志
考
補
萃
編　

第
十
七
巻
』（
清
華
大
学
出
版
社
、
二
〇
一

三
年
）、
参
照
。

（
13
） 

巧
芸
篇
１
の
劉
孝
標
注
に
お
い
て
『
博
物
志
』
の
書
名
が
見
え
る
が
、
後
掲
の
南
宋
紹
興
八
年
刊
本
は
「
博
物
記
」
に
作
っ
て
い
る
。
目
加
田
誠
『
世

説
新
語
』（
明
治
書
院
、
新
釈
漢
文
大
系
、
一
九
七
五
、
一
九
七
六
、
一
九
七
八
年
）
は
「
宋
本
に
は
、『
志
』
を
『
記
』
に
作
る
が
、『
三
国
志
』
文

帝
紀
の
裴
注
に
同
じ
文
が
引
か
れ
、『
博
物
志0

』（
張
華
の
著
）
に
作
る
の
で
袁
本
に
従
っ
て
『
志
』
と
し
た
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
当
該

箇
所
は
『
博
物
志
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
分
類
し
た
。

（
14
） 

容
止
篇
29
の
劉
孝
標
注
に
お
い
て
『
語
林
』
の
書
名
が
見
え
る
が
、
後
掲
の
南
宋
紹
興
八
年
刊
本
は
「
書
林
」
に
作
っ
て
い
る
。
前
掲
の
龔
斌
校
釈

『
世
説
新
語
校
釋
』
は
「
語
、
宋
本
誤
作
『
書
』。」
と
指
摘
し
、
前
掲
の
目
加
田
誠
『
世
説
新
語
』
は
「
宋
本
は
『
書
林
』
に
作
る
。
い
ま
袁
本
に
拠

っ
た
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
当
該
箇
所
は
『
語
林
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
分
類
し
た
。

（
15
） 

石
昌
渝
主
編
『
中
國
古
代
小
説
總
目　

文
言
巻
』（
山
西
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
六
五
一
頁
に
お
い
て
孫
盛
『
雑
語
』
の
解
題
が
記
載
さ
れ
て

い
る
た
め
、
小
説
類
に
分
類
し
た
。
な
お
、
前
掲
の
姚
振
宗
『
隋
書
經
籍
志
考
證
』
は
小
説
家
の
細
目
に
お
い
て
「
雜
語
五
巻　

不
著
撰
人
」
と
記
載

し
て
い
る
。
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（
16
） 

司
馬
彪
注
１
箇
所
と
郭
象
注
１
箇
所
を
含
む
。

（
17
） 
現
存
書
・
輯
佚
書
・
佚
書
の
分
類
は
、
前
掲
の
上
海
図
書
館
編
『
中
國
叢
書
綜
録
』、
孫
啓
治
・
陳
建
華
編
『
古
佚
書
輯
本
目
録
（
附
考
證
）』、
神
田

信
夫
・
山
根
幸
夫
編
『
中
国
史
籍
解
題
辞
典
』、
及
び
近
藤
春
雄
『
中
国
学
芸
大
事
典
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
七
八
年
）
を
参
照
し
て
行
っ
た
。
輯
佚

書
に
分
類
し
た
書
籍
（
５
種
）
と
佚
書
に
分
類
し
た
書
籍
（
31
種
）
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
〈
輯
佚
書
〉

『
説
苑
』・『
傅
子
』・『
博
物
志
』・『
捜
神
記
』・『
漢
武
故
事
』

　
　
　
　
〈
佚
書
〉

『
荘
子
』
司
馬
彪
注
・『
尸
子
』・『
神
農
書
』・『
典
論
』・『
法
訓
』・『
家
誡
』・『
相
馬
経
』・『
相
牛
経
』・『
相
牛
経
』
注
・『
寒
食
散
論
』・

『
神
農
本
草
経
』・『
相
冢
書
』・『
相
書
』・『
四
体
書
勢
』・『
琴
操
』・『
棋
品
』・『
三
将
軍
論
』・『
蒋
子
万
機
論
』・『
士
緯
』・『
広
志
』・

『
養
生
論
』・『
孔
氏
説
林
』・『
魏
晋
世
語
』・『
語
林
』・『
雑
語
』・『
郭
子
』・『
妬
記
』・『
霊
鬼
志
』・『
孔
氏
志
怪
』・『
幽
明
録
』・『
東
方
朔
伝
』

（
18
） 

注
（
３
）
前
掲
論
文
、
参
照
。

（
19
） 

『
世
説
新
語
』
の
正
文
が
類
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
は
、
古
田
敬
一
「
類
書
等
所
引
世
説
新
語
に
つ
い
て
」（『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』

第
三
号
、
一
九
五
三
年
二
月
）
に
詳
し
い
。

（
20
） 

育
徳
財
団
、
一
九
二
九
年
、
影
印
本
。『
世
説
新
語
』
の
刊
本
に
つ
い
て
は
、
余
嘉
錫
氏
が
『
世
説
新
語
箋
疏
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
の
凡
例

に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
世
説
新
語
傳
流
較
早
的
刻
本
是
南
宋
刻
本
。
現
在
所
知
有
三
種
：（
１
）
日
本
尊
經
閣
叢
刊
中
所
影
印
的
宋
高

宗
紹
興
八
年
董
𦯳
刻
本
。
…
…
（
２
）
宋
孝
宗
淳
熙
十
五
年
陸
游
刻
本
、
…
…
（
３
）
清
初
徐
乾
學
傳
是
樓
所
藏
宋
淳
熙
十
六
年
湘
中
刻
本
、
…
…
三

種
宋
刻
本
、
以
第
一
種
董
𦯳
本
最
佳
。」

（
21
） 

新
興
書
局
、
一
九
六
九
年
、
影
印
本
、
明
刊
本
の
補
配
あ
り
。

（
22
） 

新
興
書
局
、
一
九
七
一
年
、
影
印
本
。

（
23
） 

新
興
書
局
、
一
九
六
六
年
、
影
印
本
。

（
24
） 

新
興
書
局
、
一
九
七
五
年
、
影
印
本
。

（
25
） 

四
部
叢
刊
三
編
所
収
、
上
海
書
店
、
一
九
八
五
年
、
影
印
本
、
商
務
印
書
館
一
九
三
六
年
版
の
重
印
本
。

（
26
） 

中
華
書
局
、
一
九
六
一
年
、
排
印
本
。
本
書
は
排
印
本
で
あ
る
が
、
明
代
の
談
刻
本
を
底
本
と
し
て
各
種
の
版
本
や
鈔
本
を
用
い
て
校
勘
し
て
お
り
、

信
用
の
お
け
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
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（
27
） 

『
太
平
御
覧
』
巻
367
に
お
い
て
『
蒋
子
万
機
論
』（『
蒋
済
万
機
論
』）
の
書
名
が
見
え
る
が
、
前
掲
の
宋
刊
本
は
「
蔣
齊
萬
機
語
」
に
作
っ
て
い
る
。
佚

文
の
内
容
が
品
藻
篇
２
の
劉
孝
標
注
所
引
の
『
蒋
済
万
機
論
』
と
類
似
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
は
宋
刊
本
の
誤
刻
で
あ
る
と
考
え
た
。
従
っ
て
、
当
該

箇
所
は
『
蒋
子
万
機
論
』
か
ら
の
引
用
と
見
な
し
た
。

（
28
） 

『
太
平
御
覧
』
巻
747
に
お
い
て
『
魏
晋
世
語
』（『
世
語
』）
の
書
名
が
見
え
る
が
、
前
掲
の
宋
刊
本
は
「
世
論
」
に
作
っ
て
い
る
。
佚
文
の
内
容
が
巧
芸

篇
４
の
劉
孝
標
注
所
引
の
『
世
語
』
と
類
似
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
は
宋
刊
本
の
誤
刻
で
あ
る
と
考
え
た
。
従
っ
て
、
当
該
箇
所
は
『
魏
晋
世
語
』
か

ら
の
引
用
と
見
な
し
た
。

（
29
） 

『
太
平
御
覧
』
巻
353
に
お
い
て
『
雑
語
』（『
異
同
雑
語
』）
の
書
名
が
見
え
る
が
、
前
掲
の
宋
刊
本
は
「
異
同
難
語
」
に
作
っ
て
い
る
。
佚
文
の
内
容
が

仮
譎
篇
１
の
劉
孝
標
注
所
引
の
『
雑
語
』
と
類
似
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
は
宋
刊
本
の
誤
刻
で
あ
る
と
考
え
た
。
従
っ
て
、
当
該
箇
所
は
『
雑
語
』
か

ら
の
引
用
と
見
な
し
た
。

（
30
） 

劉
孝
標
注
と
Ｂ
群
に
属
す
る
佚
文
（
文
字
の
一
致
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
事
例
）

　
　
　
　
『
世
説
新
語
』
任
誕
篇
34　

劉
孝
標
注

 

郭
子
曰
、
桓
公
樗
蒱
、
失
數
百
斛
米
、
求
救
於
袁
耽
、
耽
在
艱
中
、
便
云
、
大
快
。
我
必
作
采
、
卿
但
大
喚
。
即
脱
其
衰
、
共
出
門
去
。
覺
頭
上

有
布
帽
、
擲
去
、
箸
小
帽
。
既
戲
、
袁
形
勢
呼
袒
、
擲
必
盧
雉
。
二
人
齊
叫
、
敵
家
頃
刻
失
數
百
萬
也
。

　
　
　
　
『
太
平
御
覧
』
巻
754　

工
芸
部
十
一　

摴
蒱

郭
子
曰
、
桓
公
年
少
至
貧
、
嘗
摴
蒱
、
失
數
百
斛
米
。
齒
既
惡
、
意
亦
沮
。
自
審
不
復
振
、
乃
請
救
於
袁
彦
道
。
桓
具
以
情
告
、
袁
欣
然
無
忤
、

便
即
俱
去
、
出
門
云
、
我
不
但
拔
卿
、
要
爲
卿
破
之
。
我
必
作
快
齒
、
卿
但
快
喚
。
既
戯
、
袁
形
勢
呼
咀
慨
牡
、
擲
必
盧
雉
。
二
人
齊
叫
、
敵
家

震
懼
喪
氣
。
俄
頃
、
獲
數
百
萬
。

　
　
　

劉
孝
標
注
と
Ｂ
群
に
属
す
る
佚
文
（
劉
孝
標
注
に
は
見
え
な
い
内
容
を
含
ん
で
い
る
事
例
）

　
　
　
　
『
世
説
新
語
』
規
箴
篇
８　

劉
孝
標
注

語
林
曰
、
陽
性
遊
俠
、
盛
暑
、
一
日
詣
數
百
家
別
。
賓
客
與
別
、
常
塡
門
、
遂
死
于
几
下
。
故
懼
之
。

　
　
　
　
『
太
平
御
覧
』
巻
473　

人
事
部
一
百
一
十
四　

遊
侠

裴
啓
語
林
曰
、
李
陽
大
俠
、
士
庶
無
不
傾
心
。
爲
幽
州
刺
史
、
當
之
職
、
盛
暑
、
一
日
詣
數
百
家
別
。
賓
客
常
塡
門
。

（
31
） 

一
致
率
と
は
、
劉
孝
標
注
の
文
字
と
類
書
所
収
の
佚
文
の
文
字
が
ど
の
く
ら
い
一
致
し
て
い
る
の
か
を
表
す
指
標
で
あ
る
。
一
致
率
は
、
佚
文
の
総
字

数
を
分
母
と
し
、
劉
孝
標
注
と
一
致
し
た
文
字
の
字
数
を
分
子
と
し
て
算
出
し
た
。
ま
た
、
引
用
範
囲
の
中
に
お
い
て
欠
字
（
劉
孝
標
注
に
は
見
え
、



─ 34─ （231）

Ａ
群
に
属
す
る
佚
文
に
は
見
え
な
い
文
字
）
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
分
母
の
総
字
数
に
欠
字
の
字
数
を
加
算
し
て
一
致
率
を
算
出
し
た
。
な
お
、
旧
字

や
異
体
字
、
及
び
互
い
に
通
用
す
る
字
は
同
字
と
見
な
し
た
。

（
32
） 
本
来
な
ら
ば
、
劉
孝
標
注
と
Ａ
群
に
属
す
る
佚
文
を
並
べ
て
文
字
の
一
致
点
や
相
違
点
を
明
示
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
上
、
32
箇
所

全
て
の
佚
文
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
二
例
を
挙
げ
る
に
止
め
た
。
な
お
、
傍
点
は
文
字
の
相
違
点
を
、
■
は
欠
字
を
示
す
。

　
　
　
　
『
世
説
新
語
』
汰
侈
篇
６　

劉
孝
標
注

寗
戚
經
曰
、
棰
頭
欲
得
髙
、
百
體
欲
得
緊
、
大
膁4

疎
肋
難
齝
、
龍
頭
突
目
欲
好
跳
。
又
角
欲
得
細
、
身
欲
促
、
形
欲
得
如
巻
。

　
　
　
　
『
初
学
記
』
巻
29　

獣
部　

牛
第
五

寗
戚
相
牛
經
曰
、
捶
頭
欲
得
高
、
百
體
欲
得
緊
、
大
臁4

疎
肋
難
齝
、
龍
頭
突
目
■
好
跳
。
又
曰4

、
角
欲
得
細
、
身
欲
得4

促
、
形
欲
得
如
卷
。

　
　
　
　
『
世
説
新
語
』
品
藻
篇
２　

劉
孝
標
注

蔣
濟
萬
機
論
曰
、
許
子
將
褒
貶
不
平
、
以
拔
樊
子
昭
、
而
抑
許
文
休
。
劉
曄
難
曰
、
子
昭
拔4

自
賈
竪
、
年
至
七
十

4

4

、
退
能
守
靜
、
進
不
苟
競
。

濟
答
曰
、
子
昭
誠
自
幼4

至
長4

、
容
貌
完
潔
、
然
觀
其
挿4

齒
牙
、
樹
頰
頦
、
吐
脣
吻
、
自
非
文
休
之
敵
。

　
　
　
　
『
太
平
御
覧
』
巻
367　

人
事
部
八　

頬

蔣
濟
萬
機
論
曰
、
許
子
將
褒
貶
不
平
、
以
拔
樊
子
昭
、
而
抑
許
文
休
。
劉
曄
■
曰
、
子
昭
發4

自
賈
豎
、
年
至
耳
順

4

4

、
退
能
守
静
、
進
能4

不
苟
■
。

濟
答
曰
、
子
昭
誠
自
長4

■
幼4

、
■
■
完
潔
、
然
觀
其
揺4

■
牙
、
樹
頰
■
、
■
■
■
、
自
非
文
休
■
敵
也4

。

（
33
） 

平
均
一
致
率
は
、
32
箇
所
の
Ａ
群
に
属
す
る
佚
文
の
合
計
字
数
を
分
母
と
し
、
各
箇
所
の
佚
文
に
お
い
て
劉
孝
標
注
と
一
致
し
た
文
字
の
合
計
字
数
を

分
子
と
し
て
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
算
出
方
法
を
用
い
た
理
由
は
、
総
字
数
の
少
な
い
佚
文
と
多
い
佚
文
、
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
る

と
、
総
字
数
５
字
・
一
致
字
数
５
字
の
佚
文
（『
太
平
御
覧
』
巻
740
所
収
の
『
養
生
論
』）
と
総
字
数
248
字
・
一
致
字
数
177
字
の
佚
文
（『
芸
文
類
聚
』
巻

35
所
収
の
『
妬
記
』）
を
同
列
に
扱
っ
て
平
均
値
を
算
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
34
） 

類
似
率
と
は
、
劉
孝
標
注
と
類
書
所
収
の
佚
文
が
ど
の
く
ら
い
類
似
し
て
い
る
の
か
を
表
す
指
標
で
あ
る
。
類
似
率
は
、
佚
文
の
総
字
数
か
ら
欠
字
の

字
数
を
減
算
し
た
数
を
分
母
と
し
、
劉
孝
標
注
と
一
致
し
た
文
字
の
字
数
を
分
子
と
し
て
算
出
し
た
。
な
お
、
旧
字
や
異
体
字
、
及
び
互
い
に
通
用
す

る
字
に
つ
い
て
は
、
一
致
率
を
算
出
し
た
場
合
と
同
じ
く
同
字
と
見
な
し
た
。

（
35
） 

平
均
類
似
率
は
、
32
箇
所
の
Ａ
群
に
属
す
る
佚
文
の
合
計
字
数
か
ら
各
箇
所
の
欠
字
の
合
計
字
数
を
差
し
引
い
た
数
を
分
母
と
し
、
各
箇
所
の
佚
文
に

お
い
て
劉
孝
標
注
と
一
致
し
た
文
字
の
合
計
字
数
を
分
子
と
し
て
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
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附
録　

劉
孝
標
注
と
類
書
所
収
の
佚
文
と
の
対
応
表

　
　
『
荘
子
』
司
馬
彪
注

　
　
　
　

任
誕
篇
45
…
初
14
・
御
552

　
　
『
説
苑
』

　
　
　
　

徳
行
篇
26
…
北
53
・
御
228
・
御
395
・
御
899

　
　
『
典
論
』

　
　
　
　

巧
芸
篇
１
…
芸
74
・
御
93
・
御
592
・
御
755

　
　
『
法
訓
』

　
　
　
　

任
誕
篇
45
…
北
92
・
初
14
・
御
552

　
　
『
傅
子
』

　
　
　
　

識
鑑
篇
３
…
御
447

　
　
『
家
誡
』

　
　
　
　

徳
行
篇
15
…
北
78
・
御
430

　
　
『
相
馬
経
』

　
　
　
　

徳
行
篇
31
…
御
896

　
　
『
相
牛
経
』

　
　
　
　

汰
侈
篇
６
…
御
899

　
　
　
　

汰
侈
篇
６
…
初
29

　
　
　
　

汰
侈
篇
６
…
初
29
・
初
29
・
御
899

　
　
『
相
牛
経
』
注

　
　
　
　

汰
侈
篇
６
…
初
29

　
　
『
神
農
本
草
経
』

　
　
　
　

排
調
篇
32
…
御
989

　
　
　
　

険
嗇
篇
６
…
御
991

　
　
『
琴
操
』

　
　
　
　

言
語
篇
６
…
御
511

　
　
　
　

賢
媛
篇
２
…
芸
30
・
御
483

　
　
『
三
将
軍
論
』

　
　
　
　

言
語
篇
15
…
芸
17
・
北
115

　
　
『
蒋
子
万
機
論
』

　
　
　
　

品
藻
篇
２
…
御
367

　
　
『
士
緯
』

　
　
　
　

品
藻
篇
１
…
御
447

　
　
『
広
志
』

　
　
　
　

汰
侈
篇
８
…
御
807

　
　
『
養
生
論
』

　
　
　
　

文
学
篇
21
…
芸
75
・
御
720
・
御
740
・
御
951
・
御
954
・
御
981



─ 36─ （229）

　
　
『
博
物
志
』

　
　
　
　

巧
芸
篇
１
…
北
136
・
御
93
・
御
687
・
御
716

　
　
　
　

巧
芸
篇
10
…
芸
74
・
白
９
・
御
753

　
　
『
魏
晋
世
語
』

　
　
　
　

巧
芸
篇
４
…
御
747

　
　
『
語
林
』

　
　
　
　

方
正
篇
31
…
北
134
・
御
805

　
　
　
　

雅
量
篇
22
…
御
951

　
　
　
　

識
鑑
篇
11
…
御
684

　
　
　
　

規
箴
篇
８
…
御
473

　
　
　
　

容
止
篇
７
…
初
19
・
御
773

　
　
　
　

傷
逝
篇
３
…
御
388
・
御
389
・
御
487
・
御
556

　
　
　
　

術
解
篇
４
…
御
836

　
　
　
　

巧
芸
篇
10
…
芸
74
・
御
753

　
　
　
　

寵
礼
篇
４
…
芸
50

　
　
　
　

任
誕
篇
28
…
御
497

　
　
　
　

任
誕
篇
43
…
北
92
・
初
14
・
御
389
・
御
552

　
　
　
　

任
誕
篇
50
…
北
94

　
　
　
　

汰
侈
篇
２
…
御
186
・
御
699

　
　
　
　

尤
悔
篇
３
…
芸
68
・
北
121
・
御
338
・
御
469
・
御
567

　
　
『
雑
語
』

　
　
　
　

仮
譎
篇
１
…
北
124
・
御
353

　
　
『
郭
子
』

　
　
　
　

任
誕
篇
34
…
御
754

　
　
『
妬
記
』

　
　
　
　

賢
媛
篇
21
…
芸
18
・
白
６

　
　
　
　

軽
詆
篇
６
…
芸
35
・
広
272

　
　
『
孔
氏
志
怪
』

　
　
　
　

自
新
篇
１
…
初
８

　
　
『
幽
明
録
』

　
　
　
　

傷
逝
篇
16
…
御
371

　
　
　
　

術
解
篇
３
…
御
369
・
広
389

　
　
『
東
方
朔
伝
』

　
　
　
　

文
学
篇
61
…
北
108
・
初
16
・
白
18
・
御
575

・
類
書
の
書
名
は
次
の
よ
う
に
表
記
を
省
略
し
た
。

　
　
　
『
芸
文
類
聚
』：
芸　
『
北
堂
書
鈔
』：
北

　
　
　
『
初
学
記
』：
初　
　
『
白
氏
六
帖
事
類
集
』：
白

　
　
　
『
太
平
御
覧
』：
御　
『
太
平
広
記
』：
広

・
類
書
の
略
称
の
下
の
数
字
は
各
類
書
の
巻
数
を
示
し
て
い
る
。


